
金
滞
古
蹟
志
品
世
廿
八

の
火
災
記
に
も
古
餌
指
町
と
紀
戦
す。

又
同
六
年
の
士
幌
に
は
掘
川

古
ゑ
さ
し
町
と
あ
り
。
羽
田
務
図
初
の
頃
、
此
の
地
に
て
餌
指
北
ハ
の
居

邸
主
賜
は
り
し
か
ど
、
後
摘
出
野
町
の
地
な
る
餌
指
町
へ
移
称

E
命
ぜ

ら
れ
た
り
。
故
陀
此
の
地
主
ば
古
斜
指
町
と
判
明
し
、
地
子
地
と
成
り

し
も
の
た
り
と
い
へ
り
。
但
し
.
活
躍
附
の
符
記
鍬
中
に
移
仰
の
部
所

見
な
し
。
放
民
共
の
時
代
年
目
即
位
叩
静
か
な
ら
字
。

O
餌
指
来
歴

餌
指
と
い
ふ
は
、
萄
務
中
は
刷
協
の
飼
餌
と
な
す
小
島
を
取
る
4
4
を
い

へ
り
。
使
長
十
年
利
長
卿
宮
山
養
老
附
土
岐
に
、
御
騰
師
の
末
広
.

一
、
ニ
拾
五
石

ゑ
さ
し

イ二

2凶

御
伽
昨
指彦

一
、
拾
三
依

て

問

官

一、

拾
三
依

一
拾
五
俵

市

奥興

市

七

助

一
、
拾
五
依

藤
右
衛
門

同

彦

五

郎

同

奥

且日

桜

前
右
山
川
門

同

ー・，τ4 

扮

{長

拾

イ!~ f長

叉

政

内

扮

IfiJ 

八

金
銀
被
ν
下
衆

御
附
胤
眠
叫
に
御
越
候
て
・
あ
か
し
ま
で
御
越
被
v
成
候
云
々
。
ま
た
、

共
の
年
八
月
肥
前
級
加
州
・
越
中
へ
御
腿
野
虻
御
下
被
v
成
候
。
は
や

/
¥
大
納
官
級
御
遺
言
御
ち
が
へ
候
。
御
運
之
米
か
と
村
引
盟
後
・

奥
村
伊
抽出
な
ど
笑
止
が
り
被
b

申
候
事
。
と
見
b
・
間
醐
屋
政
府
ザ
古
兵
談

陀
、
利
長
卿
は
や
八
月
廿
八
日
大
坂
を
御
立
ち
御
下
図
也
。
金
四
聞
に

十
日
許
御
逗
留
に
て
、
宮
山
へ
御
越
被
v
成
、
御
殿
野
に
て
御
遊
山

也
。
と
あ
る
に
て
も
.
放
附
胞
を
好
み
給
へ
る
都
知
ら
れ
け
り
。
さ
れ

ば
此
の
時
代
広
、
逸
物
の
際
共
を
多
く
繋
が
れ
た
る
た
れ
ば
‘
餌
指

も
多
く
扶
持
し
給
ひ
し
た
る
べ
し
。
中
に
も
尚
昆
餅
指
と
い
ふ
は
、

朝
鮮
渡
来
の
人
々
に
て
.
金
津
町
台
所
留
記
K
載
せ
た
る
授
、
武
三
年

九
月
前
図
網
張
等
取
調
舎
に
如
b

左
あ
り
。

同
盟
畑
刷
版
桜
之
能
、
井
市
村
七
兵
術
先
駆
並
之
者
共
儀
、
夫
々
相

明
快
也
.
左
に
記
上
v
之
申
候
。

一
、
七
兵
術
品
目
組
父
市
村
故
前
六
山
山
、
日
開叫
者
陀
御
随
候
成
、
右
御

陣
之
刻
檎
陀
混
成
候
。
瑞
能
院
桜
御
代
K
被
i-一
召
出
一
殺
生
御
則
被
a

仰

付
-
制
緩
儲
.
病
死
仕
候
。
右
御
切
米
之
員
数
井
死
去
仕
年
放
等
不
-一相

知
日
・
闘
申
候
。
組
父
市
村
故
卜
右
衛
門
儀
、
治
六
箆
口跡
目
-
被
=
召
出
一

御
切
米
拾
三
依
徐
被
=下
位
一
殺
生
御
用
被
民仰
付
-
底
.
党
永
二
拾
年
約

金
市
古
関
志
品
世
廿
λ

四
四

一
、
銀
五
枚

ム

ノ、

高
箆
ゑ
さ
し

百if

同

同

久

次

右
の
中
K
も
、
高
右
衛
門
は
金
子
関
右
街
門
、
小
八
は
成
潮
小
八
.

品
川
六
は
市
村
清
六
、
久
次
は
小
川
久
次
と
い
へ
り
。
此
の
四
人
は
皆

同
閉山4
4

K

て
、
朝
鮮
耐
仰
の
檎
共
也
。
今
越
中
魚
体
に
餌
指
町
と
い
ふ

あ
り
。
利
長
卿
成
長
十
年
K
宮
山
へ
隠
居
し
給
ふ
蕗
.
同
十
五
年
三

月
宮
山
火
災
に
付
き
‘
魚
津
披
へ
立
退
き
、
高
岡
築
械
の
問
時
甘
く
魚

津
陀
居
給
へ
り
。
此
の
時
供
奉
の
餌
指
共
居
た
る
ゆ
ゑ
の
遺
名
怠
る

べ
し
。
院
長
十
七
年
寸
月
十
七
日
の
定
牲
に
、

ハ
サ
佐
々

t
un
-
t
u

一
、
勝
阿
井
ゑ
さ
し
・
い
ぬ
引
以
下
於
v
有
v
之
.
防
共
外
非
分
巾
版

協
.
不
v
可
vt
甘ν
之
事
。

同
廿
年
三
月
五
日
の
定
牲
に
、

一
、
御
路
間
御
ゑ
さ
し
己
下
陀
よ
ら
宇
、
金
部
奉
行
衆
よ
り
墨
付

無
v

之
儀
申
懸
候
も
の
改
候
事
。

按
宇
る
に
、
新
井
白
石
の
紳
住
民
、
同
出
長
凶
年
利
家
卿
背
結
後
の
都
を

飽
献
し
て
‘
利
長
日
頃
臨
刷機
を
深
く
好
み
た
る
人
な
り
と
総
せ
た
る

如
く
・
利
長
卿
は
殊
陀
臨
時
級
生
野
み
給
ひ
け
ん
。
村
井
長
明
の
品
説
明
此

紀
時
K
.
大
納
言
桜
御
逝
去
の
共
年
七
月
初
頃
、
津
の
図
へ
利
長
桜

死
仕
候
。
+
耐
震
a
跡
周
一
父
↓
右
衛
門
俄
‘
微
妙
院
様
御
代
被
a
召
間
一

祖
父
+
布
術
門
御
切
米
之
通
拝
領
仕
.
御
附
師
匠
組
に
被
=仰
何
一
殺
生

御
用
相
動
.
御
脱
野
御
供
陀
も
沼
山
申
供
。
下
略。

て
金
子
先
町
布
術
門
儀
、
寸
川
医
者
に
御
座
候
。
右
御
陣
之
刻
・
毛

利
安
泰
守
殿
手
陀
而
捻
K
罷
成
候
庭
、
瑞
能
院
桜
御
代
被
一
日召
出
一
御

徒
組
K
而
御
切
米
二
拾
六
伎
被
=下
世
一
殺
生
御
用
被
=
仰
付
一
大
坂
御

陣
之
御
供
井
江
戸
御
供
も
相
勤
.閉
院
安
五
年
病
死
仕
候
。
京
鰐
a
跡
悶
一

せ
が
れ
故
向
指
術
門
儀
、
微
妙
院
桜
御
代
被
a
召
山川
一
父
御
切
米
之
泊

奔
何
仕
‘
御
際
医
組
に
被
-a仰
付
一
殺
生
御
用
相
動
候
。
下
略。

一
、
小
川
七
丞
祖
父
小
川
故
久
次
儀
・
開
閉
山
者
K
而
御
座
候
。
右
御

隊
之
刻
、
加
藤
肥
後
守
殴
乎
に
而
拾
に
混
成
候
庭
、
瑞
龍
院
桜
御
代

被
=召
出
一
小
扶
持
歩
下
位
一
出
品
不
J
五
年
病
死
仕
候
。
殺
生
御
附
一
は

相
勤
不
v
巾
候
。
せ
が
れ
故
七
郎
定
衛
門
儀
、
立
永
4
f

五
年
御
徒
並
陀

被
a
召
出一

御
加
国
米
凶
扮
依
被
=下
位
一
金
子
先
瓜
宿
衛
門
殺
生
棚
制
上
手

陀
候
問
‘
見
習
可
ν
由
。
旨
被
=仰
付
一
殺
生
御
用
之
節
四
回
出
候
槌
.
共
以

後
火
矢
御
用
被
=
仰
付
一
候
而
、
殺
生
御
用
は
相
動
不
ν
申
候
。
承
臨
二

年
K
御
知
行
百
五
十
石
被
a
下
世
一
究
文
六
年
病
死
仕
候
。
下
略
。

一
、
高
閉山
首
係
三
郎
組
父
先
々
孫
三
郎
憐
.
hHM
閉
山
者
に
而
.
金
子
先

凶
五




